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参7 

インターチェンジの有無による違い（その２） 
 

 
開削ボックスと考えられる区間

内にある建物数 
区市別 

目白通りｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ 

がある場合 
ＪＣＴの範囲内   

練馬区： 約２４０棟 

青梅街道ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ 

がある場合 
約４１０棟増 

杉並区： 約１７０棟 

東八道路ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ 

がある場合 
約１２０棟増 三鷹市： 約１２０棟 

三鷹市： 約１３０棟 

国道２０号ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ 

がある場合 
約４６０棟増 

調布市： 約３３０棟 

世田谷通りｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ 

がある場合 
約７０棟増 世田谷区：　　約７０棟 

注１）建物数は、都市計画図を用いて、地下構造を想定した場合の概ねの数であり、具体の調査・

設計等により変動する概数です。 




